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あなたと町を結ぶ広報
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町長からのメッセージ
特集－震災から６年
みんなでともに乗り越えよう
保健だより
町の子どもたちへ
まちの話題／まるしぇコーナー
みんなの図書館
廃棄物に関する問い合わせ
福島県からのお知らせ／リサイクルハウスの使用について
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信 
連絡先一覧
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今月の表紙 

浪江診療所が完成（診療開始日 ３月28日）



平成28年

　２月

　３月

　

　

　

　

　４月

　５月

６月

６～７月

　　　７月

９月

10月

11月

12月

12～１月

平成29年

　１月

１～２月

県道49号（原浪トンネル）・50号（葛尾村との境）の通行規制が緩和
浪江町東日本大震災追悼式を開催（総合葬祭ほうりん　二本松市）

なみえ3.11復興のつどいを開催（二本松市安達文化ホール）

「避難指示解除に関する検証委員会」が報告書を町へ提出 

沿岸部の津波がれきの撤去が完了 

浪江浄化センター（下水処理施設）の復旧が完了

浪江町地域スポーツセンターが完成

帰還困難区域を除く有人ゲートおよびバリケードの撤去。町内パトロール出動式

浪江町交流館（福島・郡山・いわき）にコミュニティ支援員を配置

除染検証委員会の開催、町内の除染の効果について検証を開始

「浪江診療所」の安全祈願祭（浪江町役場本庁舎隣）

県内外８か所で住民懇談会を開催

あぶくま信用金庫浪江支店がリニューアルオープン、町内で震災後初の金融機関の再開

初めての特例宿泊を実施 

平成28年度浪江町住民意向調査を実施 

「道の駅」設置に関する協定を締結 

浪江町福島再生賃貸住宅（町営住宅）が着工

浪江町地域スポーツセンター竣工 

浪江町合併60周年記念式典を開催 

町内で防災訓練を実施 

役場本庁舎隣に仮設商店街「まち・なみ・まるしぇ」オープン 

準備宿泊を開始

町営住宅の入居者の募集を開始

「浪江東中学校の改修工事」・「浪江認定こども園の新築工事」の安全祈願祭

「浪江町除染検証委員会」が報告書を町へ提出

「浪江町復興計画【第二次】（中間とりまとめ）」への意見募集（パブリックコメント）

「浪江診療所」が竣工

県内外10か所で住民懇談会を開催

役場本庁舎屋上より（２月13日撮影）

���

震
災
か
ら
６
年

町
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

����������	
�����



東側

西側

南側

北側

大平山霊園

トレーニングルーム

会議室

常磐自動車道 浪江インターチェンジ常磐自動車道 浪江インターチェンジ 津島活性化センター津島活性化センター 酒田跨道橋酒田跨道橋常磐自動車道 浪江インターチェンジ 津島活性化センター 酒田跨道橋

帰還支援一時宿泊所帰還支援一時宿泊所
「ホテルなみえ」「ホテルなみえ」
帰還支援一時宿泊所
「ホテルなみえ」

新町通り新町通り新町通り

浪 江 駅

 請戸川リバーラインの桜

 酒田の田んぼ

 立野のコスモ
ス畑

 初日の
出（請戸

漁港）

 津島の紅
葉

浪江町地域スポーツセンター「秋桜アリーナ」
会議室およびトレーニングルームを開放しています。

災害公営住宅

町営住宅

「浪江東中学校改修・浪江認定こども園新築工事」現場
とうほう・みんなの移動店舗とうほう・みんなの移動店舗

 津島の紅葉

とうほう・みんなの移動店舗

町内で震災後初の金融機関の再開町内で震災後初の金融機関の再開
あぶくま信用金庫浪江支店あぶくま信用金庫浪江支店
町内で震災後初の金融機関の再開
あぶくま信用金庫浪江支店
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役場本庁舎屋上から

東側東側

西側西側

南側南側

北側北側

東側

西側

南側

北側

大平山霊園大平山霊園大平山霊園

トレーニングルームトレーニングルーム

会議室会議室

トレーニングルーム

会議室

常磐自動車道 浪江インターチェンジ 津島活性化センター 酒田跨道橋

浪江診療所
（３/28 開所）

帰還支援一時宿泊所
「ホテルなみえ」

新町通り

仮設商店街
「まち・なみ・まるしぇ」
毎月第 2土曜・日曜日は
イベントを開催！

 請戸川リバーラインの桜

 請戸川リバーラインの桜

 酒田の田んぼ 酒田の田んぼ

 立野のコスモ
ス畑

 立野のコスモ
ス畑

 初日の
出（請戸

漁港）

 初日の
出（請戸

漁港）

 請戸川リバーラインの桜

 酒田の田んぼ

 立野のコスモ
ス畑

 津島の紅
葉

 初日の
出（請戸

漁港）

浪江町地域スポーツセンター「秋桜アリーナ」浪江町地域スポーツセンター「秋桜アリーナ」
会議室およびトレーニングルームを開放しています。会議室およびトレーニングルームを開放しています。
浪江町地域スポーツセンター「秋桜アリーナ」
会議室およびトレーニングルームを開放しています。

とうほう・みんなの移動店舗

 津島の紅葉 津島の紅葉 津島の紅葉

町内で震災後初の金融機関の再開
あぶくま信用金庫浪江支店
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　産業振興課商工労働係　　0240（34）0247

町内町内で営業営業を再開再開しましたしました町内で営業を再開・開始しました

大和田商店（プロパンガス販売）

町民の
皆さんへ

　原発事故により、全町避難を余儀なく

され、全く仕事がなくなりました。

　しかしながら、必ず浪江町に戻って営

業すると決めていましたので、少しずつ準備をして

いました。昨年11月から帰町へ向けた準備宿泊が認

められたことにより、以前あった車庫を改装し、仮

店舗で再開することにしました。一歩一歩前進して

いきますのでよろしくお願いします。

　

大和田商店　大和田和雪
〒979－1531　浪江町大字川添字前畑29
　 0240（35）2516　　 090（8423）2424
　 0240（34）5240

ぐるっとなみえ －買物代行－

町民の
皆さんへ

　この度、浪江町でお買物代行業務を開始い

たしました。

 交通手段でお困りの方、高齢者・身体に障害

をお持ちの方、急な病気やケガで外出できない方、仕

事・家事でご多忙な方々のお買物を、当社スタッフがご

注文からお届けまで対応いたします。お気軽にお電話く

ださい。

　

ぐるっとなみえ　
〒979－1521　浪江町大字権現堂字下馬洗田1－6
　 080（2009）8118

アクツ電機（㈲アクツ）

町民の
皆さんへ

　震災前は親子２代にわたり町の電気屋さん

として営んでいました。

　避難されている浪江町民の皆さまの生活を

サポートするため、アンテナ工事・エアコン・照明取付

など家電であればなんでも取り扱います。これからもお

客様ファーストで商売していきます。

　

アクツ電機　阿久津雅信
〒979－1521　浪江町大字権現堂字蛭子町38－1
　 090（8781）1206　　　　　　　 （移転予定）
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東京電力の提示金額に納得できない方など、どなたでも当センターをご利用頂けます。
現在の申立て以外の損害についても、申立て可能です。また、裁判よりも手続が簡便かつ
無料※1で、ご本人様お一人でも申立てができます。証拠書類がない場合でも申立て可能で
あり、仲介手続きの中で、センターの調査官が不明な点を丁寧にお伺いします。
手続きが終了している19,464件のうち、８割強である16,117件※2が和解成立に至ってい

ます。 ※１ 送料等の実費は発生します。　※２ 平成29年１月末現在の件数です。

　　　　　　　　避難指示解除準備区域（浪江町）に居住し、同地域の漁港を拠点とす
る漁船の乗組員をしていた申立人について、休漁期間中の給与相当額から、船主から一部支
払を受けた額を控除した額の就労不能損害が賠償された事例（東京電力は、船主に対して乗
組員の給与を含む休漁損害を賠償済であると主張）（和解事例930）。
※和解事例は、あくまで申立人の個別事情に基づいて和解した例であり、一般的に適用される基準ではありません。

原子力損害賠償紛争解決センター　無料電話　0120（377）155

町内で営業を再開しました
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町内で営業を再開しました
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いつか役に立つ

法 律
知 識

No.3

弁護士　大橋　征平
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みんなでともに
乗り越えよう

町内で営業を再開しました

㈲鈴木新聞舗

町民の
皆さんへ

　皆さんの支えがあって、ようやく再開すること

ができました。

　まだ事務所も片付かず、以前と同じとはいきま

せんが、配達の方は以前と同じようにできますので、帰還さ

れましたらぜひお立ち寄りください。

　

㈲鈴木新聞舗　鈴木裕次郎
〒979－1521　浪江町大字権現堂字反町7
　 0240（35）2032　　 0240（34）4510

株式会社 双葉不動産

町民の
皆さんへ

　住宅賃貸を主に事業再開のための準備を進めて

おります。

　故郷はどこに住んでいても変わりません。浪江

町に戻るとか戻らないということは関係なく、故郷を守るた

めに、社業を通じて精進して参ります。空き家の管理などお

困り、お悩みの方は、弊社にご連絡いただければ幸いです。

　

株式会社 双葉不動産　代表取締役　石田　全史
〒979－1521　浪江町大字権現堂字上続町18－2
　 0240（35）2950　　 0240（24）0777
　 024（983）4778（郡山営業所）
　 0244（26）5175（南相馬支店）

㈱浪江新聞販売センター

町民の
皆さんへ

　平成29年１月25日より事業再開し、浪江

町全域に配達しております。

　住民の皆さまの情報源としての新聞をご

家庭に届け、復興の一助になりたいと思います。

　

㈱浪江新聞販売センター　
代表取締役　林　富士雄

〒979－1521　浪江町大字権現堂字上続町11－3
　 0240（25）8580　　 090（4636）0283
　 0240（25）8581

誠意と技術で奉仕する

東北工業建設株式会社
本　　　社 〒979-1502 浪江町大字藤橋字原 59-1
福島事務所 〒960-8252 福 島 市 御 山 字 検 田 5 8 -1
　　　　　 TEL.024-573-4127  FAX.024-573-4128

福島駅→

信夫山
トンネル←飯坂 IC

ヤマダ電機

福島事務所

ご自宅のお悩みございませんか？
etc・・・ご相談ください！修 繕

お問合せは
担当のおざきまで
お気軽にお電話下さい。
024-573-4127

従業員 
随時募集中！  片付け 清 掃
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　健康保険課健康係　　0243（62）0168
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皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
0243（62）4731　　ふるさと浪江会の総会が２月４日、ホテル椿山荘東京で行われ

ました。

総会の後には懇親会が催され、原田直之会長の歌唱や大抽選会

が行われたほか、参加者全員での「ふるさと」の合唱等を通じ

て、会員同士の親睦を深めました。

3月は

11時～15時
11日 土

11時～14時
12日 日

毎月
第2土曜・

日曜は

まるしぇの
日♪

4月は 8日（土）、9日（日）に開催予定！

2月は 11日（土）、12日（日）に開催しました！

11日（土）
トランペット演奏NOBY
①11時 30分～、②13時～

・酒田産酒米を使用したお酒
　「希望」のふるまいと販売

駐車場は役場敷地内駐車場をご利用ください。

・岡山県津山ホルモンうどん研究会による
　「津山ホルモンうどん」販売
・来場記念品プレゼント

12日（日）
トーク・歌・ダンス  DREAMCOLORS

①11時 30分～、②13時～

ステージ イベント

産業振興課 商工労働係 　　0240（34）0247

　2 日間で約 350 名の方にご来場いただきまし
た。
　風の強い寒い 2 日間となりましたが、標葉せ
んだん太鼓による勇壮な和太鼓演奏、門馬よし
彦さんと Shimva さんによる美しいハーモニー
が浪江の町に響き渡りました。
　また、岩手県久慈市の久慈まめぶ部屋による
「久慈まめぶ汁」は、胡桃と黒砂糖入りのモチ
モチっとした団子が絶妙で大好評でした。

�����������	
�����

教育委員会事務局
学校教育係
0243（62）0209
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● ●

　 

　 

　
 

問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江町応急仮設診療所のお医者さん
　浪江応急仮設診療所　　0240（34）2114
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福島県は、避難地域12市町村（田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川

内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村）の住民の方や事業者の方などを対象に、身
の回りのもの（ごみ、廃棄物、その他）の放射線不安に対する相談を受け付けています。

ご相談内容に応じて現地での放射線量測定等の調査や関係機関のご紹介等を行います。

　

◆家の修繕やリフォームから出た廃棄物な

どの放射線量がどのくらいか知りたい。

　◆長期避難で家の外に放置されていたもの

（農機具、子どもの遊具など）が放射能

に汚染されていないか心配。

　◆汚染の心配があるものを処分するにはど

うすればよいか知りたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　など

出せるものは古紙類（新聞、雑誌類、段ボール等）に限ります。

それぞれ種類ごとにまとめてひもで縛り、リサイクルハウス内に搬入して

ください（汚れているものはごみステーションにお出し

ください）。

なお、収集日は設定せず随時回収を行いますので、

近隣にあるリサイクルハウスをご利用ください（た

だし、北部衛生センター内にあるリサイクルハ

ウスは利用できません）。

リサイクルハウスの場所など不明な点はお問い

合わせください。

　
 

● ●

　 

　 

　
 

帰還に向けた放射線不安相談窓口
（浪江町役場本庁舎内）
　 080（2845）3905

　info2@fukushima-sanpai.jp
受付時間：月～金曜日　８時30分～17時15分

　　　　（祝日を除く）

ご相談はこちらへ

町内のリサイクルハウスの
使用を再開します

　ふるさと再生課環境係　　0240（34）0228
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復興推進課 情報統計係 　　0243（62）4731　　0243（22）4218

タブレットに関するお問い合わせは、浪江町タブレットサポートセンターへ
☎ 0800（919）3287 受付時間 9時～17時15分（平日のみ） ※通話料無料

なみえタブレット 通 信

　「タブレットのもっと便利な使い方を知りたい」「最近タブレットの調子が悪い」など、
タブレットに関するお悩みやご質問にお答えします。この機会にぜひご意見などもお
聞かせください。皆さんのお越しをお待ちしています。　

　スムーズな回収ができますよう、皆さまのご協力をお願いします。写真
データの保存を申込まれていない方は、LINE アプリ、その他ゲームアプリ
等のバックアップと引き継ぎ設定を忘れずに行いましょう。回収後はすぐ
にデータを消去しますので、ご注意ください。

Q：浪江町内の自宅へ回収に来ることはできますか？
A：現在調整中です。回収と配送先欄に町内のご住所を記入された方は、方針
が決まり次第個別にご案内します。もうしばらくお待ちください。

Q：返却タブレット回収後に個人情報が漏れないか心配です。
A：メーカーでは徹底したセキュリティ管理が行われています。また、データ
保存を申込まれていない方のタブレットは、回収後すぐに全てのデータの
消去（初期化）を行いますので、ご安心ください。

「なみえ3.11復興のつどい」
タブレット相談ブースを出展します！

訪問回収の日程調整のお電話を開始しています。

タブレットのお問い合わせ番号が0で始まる方と
　次年度以降タブレットの利用を継続されない方へ

これまでに寄せられたタブレットの交換（リコール）に関する質問をご紹介します。

◯日 時　3月4日（土）10時～15時
◯場 所　二本松市安達文化ホール1F
◯内 容　タブレットの相談など

★当日は、うけどんが来るかも？！

うけどん缶バッジや
マグネットも
作れるよ～！

訪
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仮設津島診療所
移設先：二本松市油井字大窪 118 番地
　　　　（石倉団地内）

安
達
駅

●ベイシア

●TSUTAYA
●コメリパワー●コメリパワー

安達運動場
応急仮設住宅
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消防署からのお知らせ

〈消防署連絡先〉
浪江消防署　 0240（34）7360
富岡消防署　 0240（25）2119

火事と救急は
119番

３月１日～７日は
 春の全国火災予防運動週間です！
　この機会に、ご家庭に設置されている住宅用
火災警報器の設置・維持管理や放火対策など、
身近な防火対策について見直しをお願いします。

　強風または空気が乾燥する日が多く、火災が発生しやすくなっ
ています。墓参り時には次の注意点を守り、無火災にご協力をお
願いします。

◇逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置しましょう。
◇火災を小さいうちから消すために、住宅用消火器を設置しましょう。
◇火災を拡大させないために、防炎品を使用しましょう。
◇火災を出さないために、安全装置付き電気機器・暖房器具などを使用
　しましょう。

墓地での火災予防ポイント

①ご焼香を控えて
　ください。

②タバコのポイ捨ては
　しないでください。

③落葉、枯草等の
　たき火はしない
　でください。

住宅用防災機器を設置し、
　　あなたの命と大切な家族を守りましょう
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横山さんご一家は、郡山市に住んでいらっしゃいます。平成25年７月号に掲載された父の浩志さんは、現
在、南相馬市に単身赴任中。普段は母の恵美子さん、和佳奈さん、弟の知明君の３人で暮らしています。
震災当時、小学校６年生だった和佳奈さんは、まもなく大学生になります。
また、18歳選挙権が施行されてから初となる選挙、参議院選挙が行われた時には、新聞社の取材を受けて
堂々とご自分の意見を伝えています。（平成28年７月10日県内紙掲載）
今回の取材では、浪江から郡山に避難した後の学校生活や、これからの目標などを中心にお聞きしました。

◆
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
さ
ん
と
の
出
会
い

が
、
将
来
の
目
標
の
き
っ
か
け
に

震
災
の
起
き
た
日
は
、
請
戸
小
学

校
（
以
下
、
請
戸
小
）
６
年
生
の
卒

業
式
の
日
の
直
前
で
し
た
。
浪
江
東

中
学
校
へ
の
進
学
の
た
め
に
、
制
服

も
注
文
し
て
い
ま
し
た
が
、
請
戸
の

お
店
で
採
寸
し
た
だ
け
で
一
回
も
着

る
こ
と
な
く
、
両
親
や
弟
と
共
に
郡

山
市
に
来
ま
し
た
。

家
の
近
所
の
郡
山
市
の
大
規
模
な

中
学
校
に
転
校
し
た
の
で
す
が
、
ま
ず

驚
い
た
の
が
生
徒
数
の
多
さ
で
し
た
。

一
学
年
１
８
０
人
っ
て
請
戸
小
の
全
校

生
徒
数
よ
り
多
く
な
い
か
…
っ
て
、
な

に
し
ろ
請
戸
小
は
１
０
０
人
弱
で
し

た
か
ら
。
最
初
は
な
か
な
か
慣
れ
な

か
っ
た
で
す
が
、
ク
ラ
ス
の
出
席
番

号
が
近
い
、
私
と
同
じ
苗
字
の
子
が

と
て
も
よ
く
し
て
く
れ
て
、
徐
々
に

打
ち
解
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
２

年
に
進
級
す
る
時
の
「
ク
ラ
ス
替

え
」
も
、
請
戸
で
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
、
戸
惑
い
ま
し
た
ね
。

で
も
、
２
年
・
３
年
の
同
級
生
と

は
、
卒
業
し
た
く
な
い
ほ
ど
仲
良
く

な
り
ま
し
た
。

中
学
校
に
は
浜
通
り
か
ら
３
人
の

生
徒
が
い
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
か

ら
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先
生
と
話
し
て

み
な
さ
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
、
戸
惑

い
な
が
ら
も
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
室
を
訪
ね

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

い
う
職
業
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

何
度
か
先
生
と
話
を
し
て
い
く
う
ち

に
、
心
理
学
に
と
て
も
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
同
時
に
、
私
自
身
が
自
覚
し
て

い
な
か
っ
た
も
の
の
、
避
難
や
転
校
に

対
す
る
ス
ト
レ
ス
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
あ
の
よ
う
な
機
会
が
な

け
れ
ば
、
今
頃
は
鬱
々
と
し
て
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

高
校
は
、
市
内
の
私
立
高
校
の
普

通
科
に
進
み
ま
し
た
。
私
立
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
本
当

に
い
ろ
ん
な
人
た
ち

が
い
ま
し
た
。
避
難

を
し
た
こ
と
は
話
題

に
も
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
浪
江
の
幼

稚
園
で
一
緒
だ
っ
た

男
子
生
徒
が
い
て
、

卒
業
ま
で
に
は
一
声

か
け
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◆
大
学
進
学
と
将
来
、
そ
し
て
選
挙
。

お
と
な
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て

推
薦
で
、
第
一
志
望
だ
っ
た
東
北

福
祉
大
学
総
合
福
祉
学
部
へ
の
入
学

が
決
ま
り
、
仙
台
で
暮
ら
す
ア
パ
ー

ト
も
見
つ
け
ま
し
た
。
将
来
は
、
今

な
ら
ば
熊
本
な
ど
の
災
害
の
現
場
で

働
く
こ
と
。
あ
る
い
は
学
校
で
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
仕
事
を
目
指
し
た

い
で
す
。

ま
た
、
初
め
て
訪
れ
た
選
挙
の
投

票
所
は
、
お
ご
そ
か
と
い
う
か
清
冽

な
空
気
を
感
じ
、
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
両
親
に
「
選
挙
は
行
く
べ
き

も
の
」
と
幼
い
頃
か
ら
言
わ
れ
て
育

ち
ま
し
た
が
、
選
挙
が
よ
り
身
近
な

も
の
に
思
え
、
国
会
中
継
や
街
頭
演

説
な
ど
を
積
極
的
に
見
聞
き
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

浪
江
に
対
し
て
は
、
町
と
い
う
よ

り
、
生
ま
れ
育
っ
た
請
戸
へ
の
思
い

が
強
い
で
す
が
、
昨
年
８
月
に
行
っ

た
時
、
家
が
あ
っ
た
場
所
は
更
地
に

な
り
、
請
戸
小
も
未
だ
に
入
れ
な
い

ま
ま
で
し
た
。
辺
り
の
景
色
も
変
わ

り
、
ど
ん
ど
ん
知
ら
な
い
と
こ
ろ
に

な
っ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

こ
の
年
末
に
請
戸
小
の
仲
間
と
久

し
ぶ
り
に
グ
ル
ー
プ
電
話
で
話
し
ま

し
た
。
当
時
、
６
年
生
の
同
窓
会
が

久
し
ぶ
り
に
実
現
で
き
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲センター試験直前のお忙しい時
期にもかかわらず、取材を受け
てくださいました。
これからの和佳奈さんの人生
が、幸多いことをお祈りします。

横山和佳奈さん（請戸）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：１月10日

大変な時に助けてもらったから、
今度は私の番だと思っています

福島県

����

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、

そして福島第一原子力発電所の事故により、福島

県内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難

生活、先の見えない不安の中で、町民の皆さんが

どのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱

いているのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江の

こころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働の
まちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第69号 ●

これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11からまもなく６年。今、感じて
いること、伝えたいこと、そして最初の取
材以降の気持ちの変化やふるさとへの思い
など皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ

「浪江のこころ通信／第69号」への
感想をお寄せください。

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0243（22）4218
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大堀地区にお住まいだった岡田さんご夫妻は、山形県、
山梨県での暮らしを経て、一昨年夏から山形県に戻り暮ら
しています。山形で、震災により避難した方たちとつなが
りができ、共同で借りた畑で、無農薬野菜の栽培、研究に
励んでいます。不安に過ごした６年間を振り返り、その月
日をゆっくり取り戻したいと話してくださいました。

岡田　有一さん・貞子さん（大堀）
取材者：ＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会・アミル　柴田
取材日：１月18日

６年間の月日を今ゆっくり取り戻しているところです
人のつながりは人生の大切な財産です

◆
有
一
さ
ん
の
話
　
　
　

こ
ち
ら
で
は
、
今
、
雪
か
き
が
日

課
で
す
。
家
に
い
る
ば
か
り
で
は
体

の
調
子
が
狂
っ
て
し
ま
う
の
で
、
春

夏
は
、
村
山
市
の
農
園
の
手
伝
い
と
、

自
分
の
研
究
用
に
借
り
た
畑
に
行
っ

て
い
ま
す
。
朝
起
き
た
ら
畑
に
行
っ

て
仕
事
を
し
、
家
に
戻
っ
て
朝
食
を

と
り
、
ま
た
畑
に
行
く
生
活
で
す
。

ず
い
ぶ
ん
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
、
震
災
後
山
形
に
避
難

し
た
時
に
つ
な
が
っ
た
方
の
畑
で
、

こ
ち
ら
に
戻
り
、
ま
た
声
を
掛
け
て

も
ら
い
ま
し
た
。
栽
培
方
法
を
話
し

合
い
、
今
ま
で
よ
り
作
物
が
大
き
く

実
り
、
喜
ん
で
も
ら
う
と
な
に
よ
り

嬉
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
避
難
し
た

皆
と
畑
を
共
同
で
借
り
、
自
分
の
３
ａ

の
土
地
で
無
農
薬
野
菜
作
り
を
始
め

ま
し
た
。
浪
江
で
も
無
農
薬
の
米
作

り
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
山
形
で
お

世
話
に
な
っ
た
分
、
何
か
形
に
し
て

返
し
た
い
と
い
う
想
い
で
や
っ
て
い

ま
す
。
育
て
た
状
況
な
ど
を
記
録
に

と
り
、
本
で
調
べ
、
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
の
畑
作
り
で
す
。
3
年
を
目
標

に
、
3
0
0
項
目
く
ら
い
の
研
究
を

す
る
予
定
で
、
高
校
時
代
よ
り
勉
強

し
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
こ
の
年
代

に
な
る
と
、
体
も
頭
も
動
か
な
く

な
っ
て
き
ま
す
が
、
自
分
で
や
れ
る

こ
と
は
き
っ
と
あ
る
は
ず
。
自
分
の

目
標
を
持
っ
て
恩
を
返
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

冗
談
を
言
っ
て
笑
い
合
い
、
支
え

て
く
れ
る
仲
間
が
い
て
、
そ
れ
が
私

た
ち
の
今
の
暮
ら
し
の
安
心
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
人
の
つ
な
が
り

は
、
人
生
の
一
つ
の
財
産
だ
と
思
い

ま
す
。
浪
江
の
仲
間
や
こ
ち
ら
で
知

り
合
っ
た
方
々
に
改
め
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。

◆
貞
子
さ
ん
の
話

一
昨
年
夏
の
終
わ
り
頃
に
山
形
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
息
子
、
娘
達
は

一
人
立
ち
を
し
て
、
そ
ば
に
い
て
く

れ
る
し
、
安
心
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
が
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、
自

分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

高
校
の
同
級
生
の
皆
と
は
、
フ
ル
ー

テ
ィ
ア
列
車
に
乗
る
旅
に
行
っ
た
り
、

福
島
で
ラ
ン
チ
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

浪
江
に
い
た
頃
よ
く
サ
ン
プ
ラ
ザ
で

集
ま
り
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

大
堀
の
婦
人
会
は
、
年
に
何
回
か
集

ま
り
、
今
も
継
続
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
昔
か
ら
一
緒
に
い
る
仲
間
と

の
楽
し
い
時
間
で
す
。
昨
年
、
会
の

一
人
が
亡
く
な
り
、
一
人
欠
け
た
だ

け
で
こ
ん
な
に
も
違
う
、
寂
し
い
ね

と
話
し
て
い
ま
す
。
大
堀
地
区
は
敬

老
会
も
継
続
し
て
い
る
の
で
、
負
け

て
い
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。

春
に
な
る
と
、
近
く
の
遊
歩
道
に

桜
が
咲
き
、
庭
の
花
も
芽
吹
く
の
で
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
近
所
の
方

か
ら
お
庭
見
せ
て
く
だ
さ
い
と
声
を

掛
け
て
も
ら
っ
た
り
、
ち
ぎ
り
絵
の

教
室
に
誘
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、

色
々
な
集
ま
り
に
出
さ
せ
て
も
ら

い
、
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
誘

わ
れ
た
ら
断
ら
な
い
よ
う
に
し
、
知

り
合
っ
た
人
か
ら
次
の
輪
が
広
が
っ

て
い
く
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

震
災
か
ら
６
年
経
ち
ま
す
が
、
時

間
が
止
ま
っ
て
い
た
よ
う
な
、
先
に

進
ま
な
か
っ
た
６
年
間
だ
っ
た
気
が

し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
、
そ
の
月
日
を

取
り
戻
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山形県

▲左から有一さん、貞子さん

再取材シリーズ

�����������	
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現在、新潟県の県央地域に位置する燕市で、家族と愛犬と一緒に暮らして
いる木村江美子さん。今回、近所に住む娘さん家族との生活や浪江への思い
などをお話しいただきました。

◆
今
の
家
族
の
か
た
ち
　
　
　

震
災
発
生
後
、
郡
山
や
会
津
を
経

て
、
割
と
早
い
段
階
で
新
潟
県
内
に

避
難
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
新
潟
県
燕
市
で
空
き
家

を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
一
軒
家
に
、
私

の
両
親
と
三
男
の
息
子
と
一
緒
に
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
主
人
は
建
築
関
係

の
仕
事
の
た
め
福
島
の
浜
通
り
へ
戻

り
、
長
男
は
千
葉
県
で
暮
ら
し
て
い

る
た
め
、
家
族
そ
れ
ぞ
れ
離
れ
ば
な

れ
の
生
活
に
。
で
す
が
娘
夫
婦
が
近

所
に
暮
ら
し
て
い
て
、
中
学
生
と
小

学
生
の
孫
た
ち
が
ほ
ぼ
毎
日
家
に

寄
っ
て
く
れ
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
3
月
で
2
才
に
な
る

チ
ワ
ワ
の
「
コ
コ
」
も
い
ま
す
。
コ

コ
は
、
新
潟
に
来
て
か
ら
飼
い
始
め

た
の
で
す
が
、
実
は
福
島
生
ま
れ
な

ん
で
す
。
私
た
ち
家
族
と
の
縁
を
感

じ
ま
す
ね
。

最
近
で
は
、
こ
ち
ら
に
い
た
同
じ

避
難
者
の
方
や
友
人
が
市
外
ま
た
は

県
外
へ
行
っ
て
し
ま
い
、
そ
う
い
っ

た
人
た
ち
と
の
交
流
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
孤
独
感
や
不
安
感
を

感
じ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
歳
に
な
る
と
、
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
入
っ
た
り
、
そ
こ
で
馴
染

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
難
し

い
で
す
。

◆
浪
江
へ
の
思
い

浪
江
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
関
係
の
自
営
業
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
震
災
の
影
響
で
自
宅
は

半
壊
だ
っ
た
の
で
す
が
、
借
家
だ
っ

た
た
め
知
ら
な
い
う
ち
に
取
り
壊
さ

れ
て
い
た
ん
で
す
。
思
い
入
れ
の
あ

る
家
や
浪
江
の
友
人
な
ど
、
浪
江
の

思
い
出
が
い
つ
の
間
に
か
少
な
く

な
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
が
本
当
に

残
念
で
す
。

私
自
身
、
浪
江
に
戻
り
た
い
気
持

ち
は
あ
る
の
で
す
が
、
実
際
に
ど
う

す
る
か
は
決
め
か
ね
て
い
ま
す
。
今

で
も
浪
江
の
こ
と
を
よ
く
思
い
出
し

ま
す
が
、
孫
た
ち
は
浪
江
で
の
記
憶

が
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
な
の
で
寂
し

い
で
す
ね
。
孫
た
ち
が
自
立
す
る
ま

で
5
〜
6
年
あ
る
の
で
、
そ
の
間
に

家
族
で
話
し
合
い
決
め
て
い
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲新潟の冬では珍しい晴れ間の見えた日にお庭で

木村江美子さん（川添）
取材者：（特活）くびき野ＮＰＯサポートセンター　新保
取材日：１月18日

浪江の思い出が少なくなってしまうのが寂しい
新潟県

平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そして福
島第一原子力発電所の事故により、故郷を遠く離れて生活
を続けている浪江の中学生、高校生、大学生の皆さん。
浪江町で過ごした日々の思い出や、最近の出来事、将来
の浪江町への想いなどを聞かせてください。
応募方法等の詳細については、お問い合わせください。

　・　 浪江のこころプロジェクト事務局
　　　（浪江町役場復興推進課情報統計係）
　 0243（62）4731
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▲「ぐるりんこ」の活動を振り返る、
　田村栄子さん（左）と山田美津さん（右）

▲いわき市にばらばらに避難した浪江町
民のつなぎ役として尽力した「なみえ
絆いわき会」会長の大波大久さん

▲左から　山田比佐子さん、松本祐子さ
ん、齋藤美惠子さん

なみえ交流館　いわき市常磐上矢田町叶作13－3

齋
藤
さ
ん
　
浪
江
で
は
お
付
き
合
い

の
な
か
っ
た
方
を
お
訪
ね
す
る
わ
け

で
す
が
、
浪
江
っ
て
い
う
だ
け
で
お

互
い
気
持
ち
が
す
ご
く
通
じ
る
ん
で

す
よ
ね
。
浪
江
で
は
苅
野
に
住
ん
で

い
た
ん
だ
よ
っ
て
聞
く
と
、
苅
野
に

行
っ
た
こ
と
が
な
く
て
も
懐
か
し
い

気
が
す
る
。
あ
ち
ら
も
そ
う
思
っ
て

く
だ
さ
る
の
が
嬉
し
い
で
す
。

◆
活
動
の
成
果
、
気
持
ち
の
変
化

田
村
さ
ん
　
初
め
の
頃
は
、
避
難
し

て
い
る
こ
と
を
近
所
の
方
に
隠
し
て

ひ
っ
そ
り
暮
ら
し
て
い
る
方
も
い
ま

し
た
ね
。「
ぐ
る
り
ん
こ
」
は
お
揃
い

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
訪
問
す
る

ん
で
す
が
、「
隣
近
所
に
見
ら
れ
る
と

嫌
だ
か
ら
脱
い
で
」
と
言
わ
れ
、
心

が
折
れ
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
で
も
時
間
が
経
つ
に
つ
れ

て
皆
さ
ん
明
る
く
な
り
ま
し
た
ね
。

浪
江
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た

し
、
今
は
家
を
建
て
て
落
ち
着
か
れ

た
方
も
多
い
で
す
し
。

山
田
美
津
さ
ん
　
た
だ
高
齢
の
方
は

や
は
り
お
寂
し
い
気
持
ち
も
抱
え
て

い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
浪
江
の
こ
と

を
話
し
出
す
と
次
か
ら
次
に
話
が
出

て
止
ま
ら
な
く
な
り
、
お
い
と
ま
し

に
く
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

山
田
比
佐
子
さ
ん
　
通
常
は
玄
関
先

で
「
な
み
え
交
流
館
」
で
開
か
れ
る

催
し
の
ご
案
内
を
お
渡
し
し
、
20
分

く
ら
い
で
帰
る
ん
で
す
が
、
長
い
時

は
1
時
間
く
ら
い
お
話
し
し
ま
す
。

長
く
な
り
そ
う
な
お
宅
は
最
後
に
回
っ

た
り
し
ま
す
ね
。

松
本
さ
ん
・
齋
藤
さ
ん
　「
な
み
え
交

流
館
」
で
は
「
絆
会
」
の
主
催
で
新

春
餅
つ
き
大
会
、
芋
煮
会
と
い
っ
た

交
流
会
を
年
４
回
く
ら
い
開
い
て
い

る
ん
で
す
。
他
に
も
支
援
員
の
方
が

ク
ラ
フ
ト
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
カ
ラ

オ
ケ
教
室
な
ど
い
ろ
ん
な
交
流
の
機

会
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、

60
代
く
ら
い
ま
で
の
方
は
わ
り
あ
い

積
極
的
に
参
加
し
て
楽
し
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
。
で
も
80
代
以
上
の
方

は
、
車
の
運
転
が
で
き
な
く
て
足
の

便
が
な
い
と
い
っ
た
事
情
も
あ
り
、

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
ん
で
す

ね
。
そ
う
い
う
方
の
お
話
し
相
手
に

な
り
、
少
し
で
も
元
気
に
な
っ
て
い

た
だ
け
た
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

◆
現
在
の
心
境
、
今
後
の
こ
と

田
村
さ
ん
　
浪
江
に
い
た
時
は
、
町

の
人
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
何
か
を
す

る
と
い
う
機
会
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
。
そ
も
そ
も
「
ぐ
る
り
ん
こ
」
の

メ
ン
バ
ー
だ
っ
て
交
流
が
な
か
っ
た

わ
け
で
す
。
い
わ
き
に
来
て
こ
ん
な

に
仲
良
く
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
本

当
に
あ
り
が
た
い
ご
縁
で
、
一
生
の

財
産
だ
と
思
い
ま
す
。
４
月
以
降
、

「
絆
会
」
の
活
動
を
ど
の
よ
う
に
継

続
す
る
か
は
ま
だ
決
ま
っ
て
な
く

て
、
役
員
の
方
が
検
討
中
な
ん
で
す

け
ど
ね
。

山
田
美
津
さ
ん
　
気
持
ち
と
し
て
は

訪
問
活
動
を
続
け
た
い
け
れ
ど
、
私

た
ち
も
年
を
重
ね
て
い
き
ま
す
し
、

人
を
乗
せ
て
車
を
運
転
す
る
以
上
、

事
故
に
遭
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い

う
心
配
も
あ
る
。
低
料
金
で
バ
ス
か

タ
ク
シ
ー
が
使
え
る
制
度
が
い
わ
き

に
も
で
き
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

山
田
比
佐
子
さ
ん
　
帰
町
を
め
ぐ
っ

て
迷
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
う
ち
は
帰
還
困
難
区
域
な
の

で
ま
だ
ま
だ
先
が
見
え
な
い
ん
で

す
。
前
だ
け
見
て
生
き
て
い
く
し
か

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

齋
藤
さ
ん
　
帰
町
す
る
方
し
な
い

方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
気
持
ち
を

尊
重
し
な
く
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
よ

ね
。
そ
し
て
田
村
さ
ん
も
お
っ

し
ゃ
っ
た
通
り
、
苦
し
い
避
難
生
活

を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
「
ぐ
る
り
ん

こ
」
の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

松
本
さ
ん
　
同
感
で
す
。
避
難
し
て

こ
ん
な
に
い
い
方
た
ち
に
出
会
っ
た

－

悪
い
事
ば
か
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
で

す
ね
（
笑
）
。
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▲「ぐるりんこ」の活動メンバー
左から　田村栄子さん、山田美津さん、山田比佐子さん、松本祐子さん、
齋藤美惠子さん

福島県

◆
会
を
結
成
し
た
い
き
さ
つ

大
波
さ
ん
　
い
わ
き
で
は
浪
江
町
民

向
け
の
仮
設
住
宅
を
つ
く
っ
て
い
た

だ
け
な
か
っ
た
の
で
、
誰
が
ど
こ
に

住
ん
で
い
る
か
も
わ
か
ら
ず
、
浪
江

の
情
報
も
入
り
に
く
い
孤
立
し
た
状

況
で
し
た
。
震
災
の
年
の
11
月
に
、

浪
江
町
の
健
康
診
断
の
時
に
い
わ
き

に
避
難
中
の
友
人
、
知
人
の
皆
さ
ま

と
顔
を
合
わ
せ
た
の
が
き
っ
か
け
で

「
な
み
え
絆
い
わ
き
会
（
以
下
、
「
絆

会
」
）」
を
設
立
し
た
ん
で
す
。
当
初

は
会
員
数
80
人
ほ
ど
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
今
は
家
族
も
含
め
千
人

近
く
に
上
り
ま
す
。

　
ま
た
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方

も
多
か
っ
た
の
で
、
訪
問
活
動
も
必

要
だ
と
い
う
声
が
自
然
に
高
ま
り
、

役
場
O
B
の
奥
さ
ん
な
ど
女
性
た
ち

に
お
住
ま
い
の
地
域
周
辺
を
回
っ
て

い
た
だ
く
「
ぐ
る
り
ん
こ
」
の
活
動

が
始
ま
っ
た
ん
で
す
。
い
わ
き
は
広

い
の
で
７
区
域
７
班
に
分
け
、
15
人

の
メ
ン
バ
ー
が
2
人
1
組
で
各
戸
を

訪
問
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

◆
「
ぐ
る
り
ん
こ
隊
」
の
結
成
当
初

田
村
さ
ん
　
震
災
直
後
は
白
河
の
ほ

う
に
避
難
し
ま
し
た
が
、
息
子
の
勤

め
先
が
い
わ
き
だ
っ
た
の
で
こ
ち
ら

に
来
ま
し
た
。
浪
江
に
い
た
時
は
忙

し
く
走
り
回
っ
て
い
た
の
で
何
も
し

な
い
で
い
る
の
が
辛
く
な
り
、
お
役

に
立
て
る
こ
と
が
な
い
か
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
に
山
田
比
佐
子
さ
ん
の

旦
那
さ
ん
か
ら
「
ぐ
る
り
ん
こ
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
と
声
を
か
け
て
い

た
だ
い
た
ん
で
す
。

山
田
美
津
さ
ん
　
私
は
猪
苗
代
に
避

難
し
た
後
、
ア
パ
ー
ト
が
見
つ
か
っ

た
の
で
い
わ
き
に
。
浪
江
の
方
と
お

話
し
た
か
っ
た
で
す
し
、「
ぐ
る
り
ん

こ
」
の
メ
ン
バ
ー
は
旦
那
さ
ん
が
役

場
の
O
B
で
知
ら
な
い
仲
で
は
な
か
っ

た
か
ら
、
す
ぐ
に
参
加
し
ま
し
た
。

山
田
比
佐
子
さ
ん
　
私
は
仙
台
、
裏

磐
梯
に
避
難
し
た
後
、
娘
夫
婦
の
孫
の

世
話
を
す
る
た
め
に
い
わ
き
に
来
ま
し

た
。「
ぐ
る
り
ん
こ
」
に
加
わ
っ
た
理

由
は
美
津
さ
ん
と
一
緒
で
す
。
最
初
は

一
軒
一
軒
、
自
分
た
ち
で
地
図
を
調
べ

て
お
宅
を
探
す
の
が
大
変
で
し
た
ね
。

自
家
用
車
で
回
る
ん
で
す
が
、
土
地
勘

が
な
い
し
、
表
札
を
出
し
て
い
な
い
お

宅
も
多
い
か
ら
同
じ
と
こ
ろ
を
行
っ
た

り
来
た
り
し
ち
ゃ
っ
た
り
。

松
本
さ
ん
　
そ
う
そ
う
。
で
も
会
い

に
行
く
と
喜
ん
で
く
れ
て
、
感
動
し

て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

そ
の
お
か
げ
で
私
も
癒
さ
れ
、
気
持

ち
が
落
ち
着
い
て
い
っ
た
気
が
し
ま

す
。
私
た
ち
夫
婦
も
息
子
た
ち
と
一

緒
に
い
わ
き
に
来
た
も
の
の
、
知
り

合
い
も
全
然
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
。

いわき市に避難した浪江町民が立
ち上げた「なみえ絆いわき会」。
震災後、孤立した状態で暮らして
いた町民に必要な情報を届けたり交
流イベントを開催したりと、大きな
役割を果たしてきました。
中でもユニークなのが女性有志に
よる訪問活動「ぐるりんこ」です。
同会の大波会長と「ぐるりんこ」の
メンバー５人にお話をうかがいまし
た。

取材者：地域社会デザイン・ラボ　中島
取材日：12月22日

苦しい避難生活を支え合った仲間は一生の宝物です！

なみえ絆いわき会・ぐるりんこ隊
会　長 大波　大久さん（川添）
ぐるりんこ隊 田村　栄子さん（北幾世橋）・山田　美津さん（牛渡）
　　　山田比佐子さん（大堀）・松本　祐子さん（川添）
　　　齋藤美惠子さん（川添）



http://www.town.namie.fukushima.jp

〒964-0984 福島県二本松市北トロミ573番地
TEL 0243（62）0123（代表）　 FAX 0243（22）4218発行・編集　福島県浪江町役場復興推進課

資源保護のため広報なみえは再生紙を使用しています
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ホームページやフェイスブックは、
携帯からもご覧いただけます。
ＱＲコードをご利用ください。
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